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医学生理学クイズ日本大会 2024（PQJ2024）開催報告

PQJ2024代表/島根大学医学部医学科 4年
上田 大輔

1．はじめに
2024年 3月 24日に Physiology Quiz in Japan

2024（PQJ2024）を開催しました．PQJは生理学を
中心とした基礎医学の国際クイズ大会で，2016
年に岡山大学が主管で開催された第 1回大会以
降，毎年日本の大学が主管校となり開催していま
す．参加資格は大学生であることのみであり，学
部，学年，国籍は問いません．前大会の PQJ2023
では，12の国と地域から約 125チーム，500人の
参加者を集め，過去最大規模の大会となりました．
第 8回大会である PQJ2024は，コロナ禍も明け

たことから対面で開催しました．島根県出雲市の
島根大学医学部で行われ，日本国内のみならず，
スロベニア共和国やインドネシアからの参加者も
集まり，国際的な大会となりました．

2．主管になるまで
私は PQJ2023に参加し，結果は良くなかったも

のの非常に楽しい時間を過ごし，次回も参加しよ
うと考えていました．大会が終わり，次の開催を
楽しみにしていた時，前大会の代表である工藤大
樹様から次大会の主管の依頼を受けました．少し
不安はありましたが，すぐに主管に興味がある旨
を返信しました．主管をしたいと思った理由は，
参加者として出るのも楽しいですが，主管として
の経験も勉強になると思ったからです．その後，
事務局とのミーティングを数回行い，島根大学が
PQJ2024の主管となることが決定しました．

3．大会の準備
PQJ2024は前大会からの引き継ぎ資料を参考

にし，運営チームと問題作成チームに分かれて準
備を進めました．一部のメンバーは両チームに所
属しています．
事務局とのミーティングを経て正式に主管が決
定した後，運営チームはポスター作成，ホームペー
ジ運営，企業への協賛依頼，各所への連絡，他大
学への宣伝，SNS運営などを役割分担して行いま
した．SNSは X（旧 Twitter），Facebook，Insta-
gramを昨年度のものを引き継ぎ運営しました．
同時に，問題作成チームは問題の作成を開始し
ました．問題作成チームは 9人で構成され，後に
1人追加されて 10人となりました．各メンバーに
問題を作成する分野を割り振り，1人 10問ずつ作
成しました．問題はまず日本語で作成し，英語に
訳しました．英語の問題は，環境生理学講座の岸
博子教授，筋肉・神経生理学講座の桑子賢一郎准
教授，濱徳行助教，地域医療教育講座の長尾大志
教授に添削していただきました．添削を経て修正
を行い，大会の 2週間前に問題が完成しました．
大会準備で苦労したことが 3つあります．まず，
運営メンバーへの仕事の割り振りです．PQJのよ
うなイベントの代表をするのは初めてで，うまく
仕事を割り振れず，自分で仕事を抱え込んでし
まったり，割り振った仕事が進行しなかったりす
ることがありました．その度にメンバーに短期間
で仕事をこなしてもらい，迷惑をかけてしまい申
し訳なかったと思っています．次に，予算集めで
す．当初資金援助をお願いしていたところから，
大会の 1ヶ月前に資金援助ができないとの連絡が
ありました．そこから数名の先生に相談し，地域
医療支援学講座の佐野千晶教授をはじめとする
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大会ポスター

方々から支援を受け，なんとか予算を確保しまし
た．最後に，ビザ申請書類の作成です．今大会は
中国の徐州医科大学から Hong Sun先生を招待し
ましたが，ビザの申請には大学の公印が入った正
式な招待状，招聘人の情報，身元保証人の情報，
詳しいタイムスケジュールなどの書類作成が必要
でした．これらの書類作成において，岸博子教授
と石原俊治医学部長にお力添えいただき，なんと
か必要書類を揃えることができました．

4．大会直前
2024年に入ると大会準備はさらに忙しくなり
ました．運営チームは参加者を増やすために SNS
を活用し，毎日 2，3回投稿しました．また，当日
に必要な物品の注文や準備も行いました．大会の
1週間前には，懇親会を予定していた場所が使用
できないとの連絡があり，急いで他の場所を探し
て使用許可を取りました．
問題作成チームでも多くの課題に直面しまし
た．特に各ラウンドの形式とルールの作成が大き
な議題となりました．前大会はオンライン開催
だったため，対面開催ならではの形式やルールを
新たに考える必要がありました．議論の結果，対

面だからこそできるクイズとして 3rdラウンド
で山手線ゲーム形式を採用することに決定しまし
た．この形式では，各チームが順番に問いに対す
る答えを述べ，重複や間違いが発生すると脱落す
るというものです．直前で形式とルールを変更し
たため，問題の再編成や新しい問題の追加，最終
調整を行いました．実際の 3rdラウンドでは，各
チームのチームワークが試され，オンライン開催
との差別化が図れたと感じています．
大会前日は特に忙しく，早押しボタンの配線と
動作チェック，出題問題の最終確認，運営メンバー
に配布する解答用紙の準備，パンフレット印刷，
開会式・中間発表・閉会式のスライド作成，懇親
会の準備などを行いました．前日の夜は不安を抱
きながらも，準備を続け，午前 3時頃に就寝しま
した．

5．大会当日
そして迎えた大会当日，私はワクワクしながら
も緊張していました．開会式では緊張しすぎて，
自分が話したことを覚えていません．開会式が終
わり，大会が始まりました．今大会は，1stラウン
ドから Finalラウンドまで計 4つのラウンドが行
われました．
1stラウンドは早押し形式で行いました．この
ラウンドでは，各チームが早押しボタンを使い，
問題に対して最も早く正しい答えを出すことを競
いました．問題は広範な知識を問うもので，各チー
ムの瞬発力と知識が試されました．
2ndラウンドは全チーム回答形式で行いまし
た．すべてのチームがホワイトボードを用いて個
別に回答しました．このラウンドでは，知識と思
考力が試されました．
3rdラウンドは山手線ゲーム形式で行いまし
た．チームが順番に問いに対する答えを述べてい
き，重複や間違いが発生すると脱落する形式です．
このラウンドでは，各チームのチームワークが試
されました．
Finalラウンドでは，再び全チーム回答形式が
採用されました．このラウンドの問題は難易度が
高く，各チームの知識の深さが試されました．単
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全体写真なる知識だけでなく，論理的思考や計算力が求め
られる問題が出題されました．
当日は予想外のトラブルもいくつか発生しまし
たが，スタッフの迅速な対応により，大きな混乱
もなく予定通りに大会を進行することができまし
た．各ラウンドともに白熱した戦いが繰り広げら
れ，参加者全員が真剣に取り組む姿が印象的でし
た．特に 3rdラウンドの山手線ゲームは盛り上が
り，参加者も運営メンバーも楽しい時間を過ごせ
ました．
全ラウンドが無事に終了し，懇親会が行われま
した．懇親会では，対戦相手であった参加者同士
が健闘を称え合い，親睦を深めることができまし
た．

6．大会を終えて
島根開催にもかかわらず，島根大学を除く中国

地方の大学から参加チームがなかったことなど悔
しい点もありましたが，無事に PQJ2024を終える
ことができ，安堵しております．楽しそうで勉強
になりそうだというだけのあまり深く考えずに立
候補して引き受けた PQJ2024の主管が，こんなに
も記憶に残り，有意義な経験になるとは思いませ
んでした．島根県という交通の便が良いとは言え
ない場所での開催にもかかわらず，日本国内だけ
でなく海外からも参加者が集まったことは大きな
意味を持ち，私たちも自信を持って良い成果だと
思います．規模は大きくありませんでしたが，海
外からも参加者が集まった国際大会を学生主導で
開催できたことは一生の財産になると思います．
当日審判に来てくださった鯉淵典之先生をはじ
め，日本生理学会の皆様，大会をサポートしてく
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ださった PQJ事務局の皆様（井上鐘哲様，岡田浩
太郎様，岩田陽太様，PQJ2023代表工藤大樹様），
協賛企業（医学書院，住商モンブラン，丸善出版，
羊土社）の皆様，広報に協力してくださった企業
（エムスリーエデュケーション，日経メディカル）
の皆様， 特別顧問のMalaya大学の Cheng先生，
当日来てくださった小野富三人先生，徐州医科大
学の Hong Sun先生，開催にあたり様々なことに
お力添えいただいた島根大学医学部長 石原俊治
先生，環境生理学講座教授 岸博子先生，筋肉・神
経生理学講座准教授 桑子賢一郎先生，助教 濱徳
行先生，地域医療教育講座教授 長尾大志先生，地
域支援学講座教授 佐野千晶先生，島根大学の職員
の皆様にこの場を借りてお礼申し上げます．加え
て，PQJ2024の開催のために尽力してくださった

運営チーム，問題作成チーム，当日運営チームの
メンバー，そして参加者の皆様，本大会に関わっ
てくださったすべての方々に心より御礼申し上げ
ます．本当にありがとうございました．
今年より，PQJの姉妹大会として PQJ（正式名
称：Physiology Quiz in Japan Online）が開催され
ます．主管校は東京慈恵会医科大学です．日時は
2024年 10月 20日 9時から 17時（日本時間）で
す．詳しくは公式ホームページ（https://pqjonline
2024.wixsite.com/home）をご覧ください．
オンライン開催ということで，PQJ2023の時の
ようにより多くの海外からの参加者が集うと思い
ます．今後とも PQJをよろしくお願いいたしま
す．
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